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～１０月 生活目標～ 

友達
ともだち

と協力
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進んで学びに向かう姿 

校長 石井 陽子 

 

朝夕の風に秋の気配を感じるようになり、日が暮れると、秋の到来を告げる虫の声も聞こえるようになりました。昨

年よりも少し駆け足で秋がやって来たように感じています。一方で、秋雨前線や台風の影響により各地で大雨による

被害が発生しています。特に千葉県では度重なる水害に見舞われました。被害に遭われた皆様が、一日も早く平穏

な生活を取り戻されることを心よりお祈り申し上げます。 

学校説明会の配信動画でもお伝えしましたとおり、本校では「自ら進んで学びに向かう伊勢山の子」を研究テー

マに掲げ、子どもたちの主体的な学びや問題発見・解決能力の育成を目指した授業づくりに取り組んでいます。講

師を招いた研修や、年間４回・８学級による研究授業を通して、よりよい学年経営と授業づくりに努めています。教職

員全員で育てたい子どもの姿を共有し、「自ら進んで学びに向かう伊勢山の子」を育むために何が大切なのかを

日々考えながら教育活動を進めています。 

先日、２年生の子どもたちが近隣の方からお借りしている畑で収穫したポップコーン用のトウモロコシを手に、とて

も嬉しそうに学校へ戻ってきました。 

「校長先生、見て見て、採れたよ。」 

「私のも見て。大きいでしょう。」 

そんな声とともに、子どもたちの笑顔があふれていました。自分たちが取り組んできた活動が一つの成果となって

表れた瞬間です。そして、その喜びは「このトウモロコシをこれからどうしようか」と考え、話し合う次の学びへとつな

がっていきます。 

私は、「自ら学びに向かう力」を育むために大切なことの一つは、子どもたちの「できた」を増やしていくことだと考

えています。子どもたちは、「わかった」「うまくいった」「やってみたら前よりできた」などという経験を積み重ねること

で自信をもち、次の挑戦へと踏み出していきます。また、自分の成長を実感できることで学ぶ楽しさを感じ、さらに意

欲的に取り組むようになります。 

１０月には運動会があります。運動会に向けた準備や練習も本格的に始まります。運動会のような大きな行事は、

子どもたち一人ひとりの「できた」がたくさん見られる貴重な機会です。本番での成功だけでなく、練習の過程で

「昨日より速く走れた」「最後まで踊ることができた」「友達と協力して作戦を考えられた」など、自分自身の成長を

感じられる場面が数多くあります。 

一つ一つの「できた」の積み重ねが、自ら進んで挑戦する力となり、学びに向かう力を育てていきます。子どもたち

には、自分の成長を実感しながら、さまざまなことに前向きに挑戦してほしいと願っています。 

後期も、子どもたち一人ひとりの「できた」を大切にしながら、安心して挑戦できる学校づくりに努めてまいります。

保護者・地域の皆様には、引き続き温かいご理解とご協力を賜りますようお願いいたします。 

 




